
●次回の「京都府議会だより」は2月に発行します。

平
成
２９
年
9
月
14
、15
日
に
行
わ
れ
た

代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
質
問
順
）

農
家
の
所
得
補
償
の
復
活

質
問

答
弁 　稲

作
農
家
に
対
す
る
戸
別
所
得
補
償
の
復
活
を
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
。ま
た
以
前
、府
が「
京
都
食

管
」を
つ
く
り
、農
家
を
支
援
し
た
よ
う
に
府
が
支
援
す

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

　特
産
物
を
振
興
し
、水
田
農
業
を
下
支
え
で
き
る
よ

う
国
に
要
望
し
て
い
る
。府
も
生
産
か
ら
販
路
開
拓
ま
で

し
っ
か
り
と
支
え
、所
得
の
確
保
・
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、「
京
の
農
業
応
援
隊
」を
結
成
し
、技
術
・
経
営
の
両

面
か
ら
農
業
者
へ
の
伴
走
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
、

・
北
朝
鮮
の
核
実
験
・ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
対
応
と
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
問
題
に
つ
い
て

・99
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
現
状
と
支
援
策
、及
び
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
田 

完
　共
産
　中
京
区

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

質
問

答
弁 　国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、知
事
は
６
月
定
例
会
で

「
市
町
村
の
判
断
で
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
可

能
」と
答
弁
し
た
が
、京
都
府
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
行
い
、保
険
料
引
き
下
げ
に
踏
み
出
す
べ
き
。

　一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、国
費
拡
充
も
あ
る
な
か

で
市
町
村
の
判
断
で
行
わ
れ
る
。京
都
府
で
は
今
年
度
当
初

で
2
6
0
億
円
も
の
予
算
を
確
保
し
、制
度
を
支
え
て
い
る
。

光
永 

敦
彦
　共
産
　左
京
区

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

9月21日（木）

9月22日（金）

9月20日（水）

兎
本 

和
久
自
民

　木
津
川
市
・
相
楽
郡

田
中 

美
貴
子
民
進

　宇
治
市
・
久
世
郡

前
波 

健
史

自
民

　伏
見
区

西
脇 

郁
子

共
産

　下
京
区

小
鍛
治 

義
広

公
明

　南
区

▼ 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
交
流
促
進
に
つ
い
て

▼ 

医
療
的
ケ
ア
児
に
係
る
支
援
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

▼ 

認
知
症
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

▼ 

京
都
府
に
お
け
る
都
市
農
業
の
振

興
に
つ
い
て

▼ 

動
物
愛
護
に
関
連
し
た「
ペ
ッ
ト
ロ

ス
症
候
群
」に
つ
い
て

▼ 

原
発
再
稼
働
、及
び
使
用
済
核
燃

料
処
分
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼ 

介
護
保
険
等
の
公
的
な
責
任
を
住
民

同
士
の
助
け
合
い
な
ど
に
置
き
換
え

よ
う
と
す
る
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て

▼ 

健
康
長
寿
の
促
進
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て

▼ 

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
等
に
つ

い
て

議
場
見
学
会
を
開
催

　８
月
18
日（
金
）に
議
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
51
名
の
小
学
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、正
副
議
長
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、ミ
ニ
議
会
体
験
、ま
ゆ
ま
ろ
と
一
緒
に
議
会

ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
に
京
都
府
議
会
で
は
、議
場
の
中
で
写
真
撮
影
な
ど
が

で
き
る
議
場
見
学
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

k 

京
都
府
議
会
事
務
局
総
務
課

l 
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まゆまろとクイズ大会

ミニ議会体験

が
ん
対
策
の
推
進

松
岡 

保
　民
進
　木
津
川
市・相
楽
郡

質
問

答
弁 　国

の
第
３
期
が
ん
対
策
基
本
計
画
案
に
示
さ
れ
て
い
る

３
つ
の
柱
、「
が
ん
予
防
」、「
が
ん
医
療
の
充
実
」、「
が
ん
と

の
共
生
」に
つ
い
て
、府
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
実
績
を
踏

ま
え
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　京
都
府
が
ん
対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、が
ん
対
策
推

進
協
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
お
り
、検
診
受
診
率
向
上
、医

療
の
均
て
ん
化
、が
ん
と
の
共
生
な
ど
に
重
点
を
置
く
方
向

で
、今
後
６
年
間
の
取
り
組
み
方
針
を
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ほ
か
に
、

・買
い
物
弱
者
と
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

・大
規
模
災
害
へ
の
救
助
体
制
に
つ
い
て

※

代
表・一
般
質
問
や
各
委
員
会
は
直
接
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る

ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
可
）か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会

　期

12
月
１３
日（
水
）、１４
日（
木
）

常
任
委
員
会
12
月
８
日（
金
）〜
１２
日（
火
）

一
般
質
問

12
月
１
日（
金
）〜
１９
日（
火
）

12
月
６
日（
水
）、７
日（
木
）

代
表
質
問

特
別
委
員
会
12
月
１５
日（
金
）

12
月
定
例
会
の
予
定

テ
レ
ビ
番
組「
府
議
会ｃａ
ｆｅ
京
都（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）」

12
月
24
日（
日
）、1
月
28
日（
日
）午
前
10
時
00
分
〜
10
時
30
分

12
月
26
日（
火
）、1
月
30
日（
火
）午
前
２
時
５
分
〜
２
時
35
分

【
再
放
送
】

議長の仕事で
一番大変なことは
なんですか？

●代表質問（Ｐ１～４）　
●決算特別委員会開催（Ｐ２～３）
●９月定例会の結果概要（Ｐ３）
●１２月定例会の日程（予定）（Ｐ４）

目次

谷
川 

し
ゅ
ん
き

維
新

　西
京
区

北
岡 

千
は
る

民
進

　左
京
区

共
産

　伏
見
区

自
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

自
民

　綾
部
市

馬
場 

紘
平

藤
山 

裕
紀
子

四
方 

源
太
郎

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
王
国
・
京
都
を
目
指
す

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」設
立

に
つ
い
て

▼ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
に
つ
い
て

▼ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
誘
客
）対

策
に
つ
い
て

▼ 

防
災
・
減
災
に
女
性
の
力
を
活
か
す

取
組
の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

現
場
の
声
が
生
き
る
林
業
振
興
の

実
施
に
つ
い
て

▼ 

給
付
制
奨
学
金
制
度
の
実
施
と
奨

学
金
返
済
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

▼ 

被
災
を
想
定
し
た
災
害
対
策
に
つ

い
て

▼ 

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

▼ 

基
盤
整
備
の
た
め
の
公
共
事
業
費

に
つ
い
て

▼ 

小
・
中
学
校
の
教
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て

林 

正
樹

公
明

　山
科
区

田
中 

英
夫

自
民

　亀
岡
市

共
産

　上
京
区

自
民

　右
京
区

民
進

　舞
鶴
市

迫 

祐
仁

二
之
湯 

真
士

小
原 

舞

▼ 

家
庭
的
養
護
の
拡
充
に
つ
い
て

▼ 

再
犯
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

大
飯
原
子
力
発
電
所
に
係
る
関
西

電
力
と
の
協
定
に
つ
い
て

▼ 

平
成
28
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た
本

府
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

▼ 

西
陣
織
振
興
に
つ
い
て

▼ 

北
陸
新
幹
線「
延
伸
」計
画
の
問
題

点
に
つ
い
て

▼ 

今
上
陛
下
の
ご
退
位
に
際
し
て

▼ 

京
都
府
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

▼ 

京
都
舞
鶴
港
振
興
に
つ
い
て

▼ 

府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
に
お
け

る
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
度

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

ほ
か
に
、

・「
働
き
方
改
革
」へ
の
批
判
と
賃
金
引
き
上
げ
、長
時
間

過
重
労
働
の
解
決
に
つ
い
て

・南
丹
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
府
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

代表
質問

決 

算
事
業
執
行

予 

算

でほ
か
に
、

・「
働
き
方
改
革
」へ
の
批
判
と
賃
金
引
き
上
げ
、長
時
間

・「
働
き
方
改
革
」へ
の
批
判
と
賃
金
引
き
上
げ
、長
時
間

・・・

〜
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
〜

〜
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
〜

〜
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
〜

〜
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
〜

決
算
を
審
議
！

決
算
を
審
議
！

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
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総
括
質
疑（
主
な
項
目
）10
月
24
日（
火
）

決
算
特
別
委
員
会
開
催
〜
平
成
28
年
度
会
計
決
算
〜

書
面
審
査・総
括
質
疑

決
算
の
認
定

決
算
特
別
委
員
会
設
置

意
見・提
言

書面審査や総括質疑の中で出された指摘・要望事項37項目
を意見・提言として取りまとめ、知事に対し、来年度の予算
編成に反映するよう求めました。
●地域資源や特色を活かし、市町村などとの連携による

持続的かつ効果的な地域創生の取り組みを推進すること
●関係機関との連携のもと、地域の防災対策や危機管理

体制のさらなる充実に努めること
●スポーツの国際大会開催を見据え、市町村などと連携し、

スポーツ振興を一層推進すること
●魅力あふれる学校づくりを推進し、高校教育の充実に

努めること

部局ごとの書面審査や知事に対する総括質疑を
行い、さまざまな指摘・要望が出されました。

※その他の項目については府議会HPをご覧ください。

10月30日（月）に
「意見・提言」として
知事に手渡しました。

介護保険の保険
料、

利用料の負担軽
減を

ヘルプマークの周知・啓発を推進すべき 太陽光発電や
風力発電を

推進し、従来型
電源を

縮小すべき

積極的な無電柱化を進めるべき

９
月
定
例
会
か
ら

平
成
29
年
９
月
11
日
か
ら
10
月
30
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
し
、知
事
提
出

議
案
21
件
を
可
決・認
定
し
、6
件
の

意
見
書･

決
議
を
可
決
し
ま
し
た

可
決
し
た
意
見
書・決
議

・主
権
者
教
育
の
確
立
と
投
票
機
会

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準
化
を

求
め
る
意
見
書

・私
学
教
育
の
振
興
に
関
す
る
意
見
書

・小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
必
修
化
に
対
し
て
支
援
を
求

め
る
意
見
書

・地
域
の
中
小
企
業
へ
の
支
援
充
実

を
求
め
る
意
見
書

・2
0
2
5
年
国
際
博
覧
会
の
誘
致

に
関
す
る
決
議

可
決
し
た
主
な
議
案

・平
成
29
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
2
〜
5
号
）

・平
成
28
年
度
京
都
府
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

に
付
す
る
件

※

台
風
被
害
対
応
の
た
め
の
２
度
に

わ
た
る
緊
急
補
正
予
算
を
直
ち
に

審
議
し
ま
し
た

巽 

昭
　自
民
　京
丹
後
市

▼
地
域
経
済
の
格
差
に
つ
い
て

▼
災
害
に
強
い
京
都
府
づ
く
り
に
つ
い
て

園
崎 

弘
道
　自
民
　城
陽
市

▼
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
に
つ
い
て

▼
エ
コ
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て

磯
野 

勝
　自
民
　向
日
市

▼
電
柱
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

▼
乙
訓
か
ぐ
や
姫
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

成
宮 

真
理
子
　共
産
　西
京
区

▼「
貧
困
と
格
差
」か
ら
い
の
ち
を
守
る
老
人
医
療
助
成

制
度
の
本
人
負
担
の
軽
減
、子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

▼
住
民
の
い
の
ち
と
安
全
を
お
び
や
か
す
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て

加
味
根 

史
朗
　共
産
　右
京
区

▼
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
及
び
福
知
山
市
で
の
米
軍
射
撃

訓
練
に
つ
い
て

▼
正
規
労
働
者
の
拡
大
及
び
京
都
府
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
削
減
に
つ
い
て

酒
井 

常
雄
　民
進
　城
陽
市

▼
少
子
化
対
策
総
合
戦
略
に
つ
い
て

▼
将
来
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

小
原 

舞
　民
進
　舞
鶴
市

▼
京
都
舞
鶴
港
振
興
に
つ
い
て

▼
京
都
府
北
部
に
お
け
る
中
小
企
業
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

村
井 

弘
　公
明
　宇
治
市・久
世
郡

▼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
活
用
に
つ
い
て

▼
小
規
模
茶
園
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

10月30日（月）に平成２８年度
決算は認定されました。

９，３８２億円
平成２８年度一般会計歳出額

決算認定は
議会の権限です！

決算特別委員会は、京
都府の決算について、
どのように使われ、どう
いった成果を上げたか
などを審議し、認定する
ため特別に設置された
委員会だワン。

ワン
ポイント

スタート！ゴール！

地
元
業
者
育
成
の
入
札
契
約
制
度

質
問

答
弁 　予

定
価
格
の
事
前
公
表
取
り
止
め
や
、頑
張
っ
て
い
る

中
小
企
業
を
評
価
・
支
援
す
る
入
札
制
度
な
ど
、地
元

業
者
を
育
成
し
、将
来
に
向
け
て
大
切
な
地
元
業
者
を

確
保
す
る
た
め
の
入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　地
域
経
済
へ
の
貢
献
や
災
害
対
応
な
ど
、地
域
の
安

心
安
全
へ
の
貢
献
を
評
価
す
る
総
合
評
価
入
札
を
実
施

し
、地
域
に
根
差
し
た
企
業
を
評
価
し
て
い
る
。時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、予
定
価
格
の
事
後

公
表
の
拡
大
な
ど
、改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
。

能
勢 

昌
博
　自
民
　長
岡
京
市・乙
訓
郡

ほ
か
に
、

・少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・阪
急
天
神
通
踏
切
拡
幅
と
通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
４
車
線
化

質
問

答
弁 　京

都
縦
貫
自
動
車
道
の
園
部
Ｉ
Ｃ
以
北
の
暫
定
２
車

線
区
間
に
つ
い
て
、地
元
の
利
便
性
向
上
、観
光
客
の
増

加
、安
全
性
の
観
点
か
ら
、４
車
線
化
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　園
部
〜
丹
波
Ｉ
Ｃ
間
は
交
通
量
も
多
く
、国
に
対
し
早

期
４
車
線
化
の
要
請
を
行
っ
て
い
る
。丹
波
Ｉ
Ｃ
以
北
は
、

夏
場
等
混
雑
す
る
も
の
の
計
画
交
通
量
の
８
割
程
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、交
通
集
中
の
緩
和
を
図
る
と
と
も
に
、

４
車
線
化
に
向
け
た
利
用
交
通
量
の
増
加
に
向
け
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
。

本
田 

太
郎
　自
民
　宮
津
市・与
謝
郡

ほ
か
に
、

・住
宅
宿
泊
事
業
法
に
関
す
る
施
行
条
例
に
つ
い
て

・ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

文
化
振
興
の
取
り
組
み

諸
岡 

美
津
　公
明
　右
京
区

質
問

答
弁 　新

た
な
文
化
芸
術
振
興
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る

中
、地
域
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
に
つ
い
て
、知
事
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
策
定
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、京
都
文

化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

　計
画
で
は
、文
化
資
源
と
観
光・伝
統
産
業
を
結
び
付

け
る
施
策
展
開
や
、食
文
化・障
が
い
者
芸
術
の
振
興
策

な
ど
を
盛
り
込
み
た
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、国
と
共

催
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
お
り
、今
後
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

ほ
か
に
、

・肝
炎
対
策
に
つ
い
て

・性
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て

口
丹
地
域
の
府
立
高
校
の
あ
り
方

質
問

答
弁 　募

集
定
員
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
口
丹
地
域
の
高
校

で
は
、今
後
、地
元
校
長
提
案
の
よ
う
に
他
地
域
か
ら
積

極
的
に
生
徒
を
集
め
る
の
か
、ま
た
は
丹
後
地
域
の
よ

う
に
学
舎
制
度
を
導
入
す
る
の
か
、所
見
を
伺
い
た
い
。

　口
丹
地
域
の
府
立
高
校
に
つ
い
て
は
、両
校
の
魅
力
を

よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、学
校
規
模
を
一
定

確
保
で
き
、活
性
化
を
図
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。今
後
、検
討
会
議
の
議
論
も
踏
ま
え
、方

向
性
を
示
し
た
い
。

片
山 

誠
治
　自
民
　南
丹
市・船
井
郡

ほ
か
に
、

・文
化
庁
の
京
都
移
転
に
つ
い
て

・豪
雨
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
強
化
に
つ
い
て

一
般
質
問
は
P4
へ

一
般
質
問
は
P4
へ

京 都 府 議 会 だ よ り

2府議会だより No.24平成29年（2017年）12月3



総
括
質
疑（
主
な
項
目
）10
月
24
日（
火
）

決
算
特
別
委
員
会
開
催
〜
平
成
28
年
度
会
計
決
算
〜

書
面
審
査・総
括
質
疑

決
算
の
認
定

決
算
特
別
委
員
会
設
置

意
見・提
言

書面審査や総括質疑の中で出された指摘・要望事項37項目
を意見・提言として取りまとめ、知事に対し、来年度の予算
編成に反映するよう求めました。
●地域資源や特色を活かし、市町村などとの連携による

持続的かつ効果的な地域創生の取り組みを推進すること
●関係機関との連携のもと、地域の防災対策や危機管理

体制のさらなる充実に努めること
●スポーツの国際大会開催を見据え、市町村などと連携し、

スポーツ振興を一層推進すること
●魅力あふれる学校づくりを推進し、高校教育の充実に

努めること

部局ごとの書面審査や知事に対する総括質疑を
行い、さまざまな指摘・要望が出されました。

※その他の項目については府議会HPをご覧ください。
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め
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・2
0
2
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誘
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す
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台
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市

▼
地
域
経
済
の
格
差
に
つ
い
て

▼
災
害
に
強
い
京
都
府
づ
く
り
に
つ
い
て

園
崎 

弘
道
　自
民
　城
陽
市

▼
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
に
つ
い
て

▼
エ
コ
意
識
の
醸
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て
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●次回の「京都府議会だより」は2月に発行します。●次回の「京都府議会だより」は

平
成
２９
年
9
月
14
、15
日
に
行
わ
れ
た

代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
質
問
順
）

農
家
の
所
得
補
償
の
復
活

質
問

答
弁 　稲

作
農
家
に
対
す
る
戸
別
所
得
補
償
の
復
活
を
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
。ま
た
以
前
、府
が「
京
都
食

管
」を
つ
く
り
、農
家
を
支
援
し
た
よ
う
に
府
が
支
援
す

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

　特
産
物
を
振
興
し
、水
田
農
業
を
下
支
え
で
き
る
よ

う
国
に
要
望
し
て
い
る
。府
も
生
産
か
ら
販
路
開
拓
ま
で

し
っ
か
り
と
支
え
、所
得
の
確
保
・
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、「
京
の
農
業
応
援
隊
」を
結
成
し
、技
術
・
経
営
の
両

面
か
ら
農
業
者
へ
の
伴
走
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
、

・
北
朝
鮮
の
核
実
験
・ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
対
応
と
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
問
題
に
つ
い
て

・99
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
現
状
と
支
援
策
、及
び
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
田 

完
　共
産
　中
京
区

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

質
問

答
弁 　国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、知
事
は
６
月
定
例
会
で

「
市
町
村
の
判
断
で
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
可

能
」と
答
弁
し
た
が
、京
都
府
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
行
い
、保
険
料
引
き
下
げ
に
踏
み
出
す
べ
き
。

　一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、国
費
拡
充
も
あ
る
な
か

で
市
町
村
の
判
断
で
行
わ
れ
る
。京
都
府
で
は
今
年
度
当
初

で
2
6
0
億
円
も
の
予
算
を
確
保
し
、制
度
を
支
え
て
い
る
。

光
永 

敦
彦
　共
産
　左
京
区

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

9月21日（木）

9月22日（金）

9月20日（水）

兎
本 

和
久
自
民

　木
津
川
市
・
相
楽
郡

田
中 
美
貴
子
民
進

　宇
治
市
・
久
世
郡

前
波 

健
史

自
民

　伏
見
区

西
脇 

郁
子

共
産

　下
京
区

小
鍛
治 

義
広

公
明

　南
区

▼ 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
交
流
促
進
に
つ
い
て

▼ 
医
療
的
ケ
ア
児
に
係
る
支
援
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

▼ 

認
知
症
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

▼ 

京
都
府
に
お
け
る
都
市
農
業
の
振

興
に
つ
い
て

▼ 

動
物
愛
護
に
関
連
し
た「
ペ
ッ
ト
ロ

ス
症
候
群
」に
つ
い
て

▼ 

原
発
再
稼
働
、及
び
使
用
済
核
燃

料
処
分
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼ 

介
護
保
険
等
の
公
的
な
責
任
を
住
民

同
士
の
助
け
合
い
な
ど
に
置
き
換
え

よ
う
と
す
る
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て

▼ 

健
康
長
寿
の
促
進
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て

▼ 

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
等
に
つ

い
て

議
場
見
学
会
を
開
催

　８
月
18
日（
金
）に
議
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
51
名
の
小
学
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、正
副
議
長
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、ミ
ニ
議
会
体
験
、ま
ゆ
ま
ろ
と
一
緒
に
議
会

ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
に
京
都
府
議
会
で
は
、議
場
の
中
で
写
真
撮
影
な
ど
が

で
き
る
議
場
見
学
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

k 

京
都
府
議
会
事
務
局
総
務
課

l 

0
7
5・4
1
4・5
5
5
1

まゆまろとクイズ大会

ミニ議会体験

が
ん
対
策
の
推
進

松
岡 

保
　民
進
　木
津
川
市・相
楽
郡

質
問

答
弁 　国

の
第
３
期
が
ん
対
策
基
本
計
画
案
に
示
さ
れ
て
い
る

３
つ
の
柱
、「
が
ん
予
防
」、「
が
ん
医
療
の
充
実
」、「
が
ん
と

の
共
生
」に
つ
い
て
、府
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
実
績
を
踏

ま
え
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　京
都
府
が
ん
対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、が
ん
対
策
推

進
協
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
お
り
、検
診
受
診
率
向
上
、医

療
の
均
て
ん
化
、が
ん
と
の
共
生
な
ど
に
重
点
を
置
く
方
向

で
、今
後
６
年
間
の
取
り
組
み
方
針
を
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ほ
か
に
、

・買
い
物
弱
者
と
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

・大
規
模
災
害
へ
の
救
助
体
制
に
つ
い
て

※

代
表・一
般
質
問
や
各
委
員
会
は
直
接
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る

ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
可
）か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会

　期

12
月
１３
日（
水
）、１４
日（
木
）

常
任
委
員
会
12
月
８
日（
金
）〜
１２
日（
火
）

一
般
質
問

12
月
１
日（
金
）〜
１９
日（
火
）

12
月
６
日（
水
）、７
日（
木
）

代
表
質
問

特
別
委
員
会
12
月
１５
日（
金
）

12
月
定
例
会
の
予
定

テ
レ
ビ
番
組「
府
議
会ｃａ
ｆｅ
京
都（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）」

12
月
24
日（
日
）、1
月
28
日（
日
）午
前
10
時
00
分
〜
10
時
30
分

12
月
26
日（
火
）、1
月
30
日（
火
）午
前
２
時
５
分
〜
２
時
35
分

【
再
放
送
】

議長の仕事で
一番大変なことは
なんですか？

●代表質問（Ｐ１～４）　
●決算特別委員会開催（Ｐ２～３）
●９月定例会の結果概要（Ｐ３）
●１２月定例会の日程（予定）（Ｐ４）

目次

谷
川 

し
ゅ
ん
き

維
新

　西
京
区

北
岡 

千
は
る

民
進

　左
京
区

共
産

　伏
見
区

自
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

自
民

　綾
部
市

馬
場 

紘
平

藤
山 
裕
紀
子

四
方 

源
太
郎

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
王
国
・
京
都
を
目
指
す

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」設
立

に
つ
い
て

▼ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
に
つ
い
て

▼ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
誘
客
）対

策
に
つ
い
て

▼ 

防
災
・
減
災
に
女
性
の
力
を
活
か
す

取
組
の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

現
場
の
声
が
生
き
る
林
業
振
興
の

実
施
に
つ
い
て

▼ 

給
付
制
奨
学
金
制
度
の
実
施
と
奨

学
金
返
済
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

▼ 

被
災
を
想
定
し
た
災
害
対
策
に
つ

い
て

▼ 

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

▼ 

基
盤
整
備
の
た
め
の
公
共
事
業
費

に
つ
い
て

▼ 

小
・
中
学
校
の
教
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て

林 

正
樹

公
明

　山
科
区

田
中 

英
夫

自
民

　亀
岡
市

共
産

　上
京
区

自
民

　右
京
区

民
進

　舞
鶴
市

迫 

祐
仁

二
之
湯 

真
士

小
原 

舞

▼ 

家
庭
的
養
護
の
拡
充
に
つ
い
て

▼ 

再
犯
防
止
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▼ 

大
飯
原
子
力
発
電
所
に
係
る
関
西

電
力
と
の
協
定
に
つ
い
て

▼ 

平
成
28
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た
本

府
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

▼ 

西
陣
織
振
興
に
つ
い
て

▼ 

北
陸
新
幹
線「
延
伸
」計
画
の
問
題

点
に
つ
い
て

▼ 

今
上
陛
下
の
ご
退
位
に
際
し
て

▼ 

京
都
府
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

▼ 

京
都
舞
鶴
港
振
興
に
つ
い
て

▼ 

府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
に
お
け

る
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
度

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

ほ
か
に
、

・「
働
き
方
改
革
」へ
の
批
判
と
賃
金
引
き
上
げ
、長
時
間

過
重
労
働
の
解
決
に
つ
い
て

・南
丹
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
府
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

代表
質問

決 

算
事
業
執
行

予 

算

〜
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
〜

決
算
を
審
議
！

決
算
を
審
議
！

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
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